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3．医療計画制度について  

（P．147～150）   



注）あくまでも厚生労働省において考えた作業スケジュールの一例で：  

；  あり、都道府県の自主性・裁量性を縛るものではない。    ご   

平成20年度の新たな医療計画制度の施行に向けた国・都道府県・医療関係者のスケジュール案（作業工程表）  

時  期   国   都 道 府 県   医 療 関 係 者   

平成18年1月   モデル医療計画の公表  医療機能調査に要する費用の検討  
新しい医療計国作成ガイドラインの  
提示  

平成18年6月  現在の都道府県医療機能調査票入手  
・担当者へのヒアリング  
・各県データの分析  

7月  医療計画など関連の計画について都  保健医療科学院の養成研修に参加  
道府県の計画作成担当者の養成研修  
を開始（保健医療科学院）  

7月  全国での医療機能調査のための指標  
の提示  

8月～9月  
のための調査票、解説書作成及び県  
への送付（共通に入手可能な項目）  

秋頃  基本方針（案）を提示  

全国での医療機能調査のデータ収集      蜃掌聖書憲墓誌至芸謂墓雲琵慧う  

10月～12月  都道府県に対する医療機能調査実施  

量蓋慧  

凶   

集約化・重点化の具体策取りまとめ   
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平成19年1月  目標値設定のためのデータを提示  
けて圏域ごとに医療関係者等による  
協議開始（※）  

〕  

12月～3月  

信巨漂謂讐誓志望誓 国の試行的な調査、調査結果の分析  事業ごとの医療連携体制の構築に向   過剰な医療機能や不足している医療  匪畠蒜雪雲警護誌制の構築に向 匝県を選定し、試行的な調査への協 〕  

4月  改正医療法施行  質の向上と効率的な医療連携体制の  
検討開始）  構築に向けた検討   

4月～  都道府県の医療計画策定に際し、  
継続的な技術的助言等   

初秋目途  事業ごとの医療連携体制についての  
協議終了（圏域ごと．）  

医療計画に定める数値目標の設定  
及び達成方策の検討  

平成20年  
初春目途   医療計画の見直し手続き  

・都道府県医療審議会の諮問・答申  

4月  新たな医療計画制度の実施  
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（※：従来の二次医療圏ごとの協議会の活用も視野に入れながら、事業ごとに望ましい圏域で検討）  

今後、医療計画制度の見直しについては、園の  
改正作業や、都道府県の取組状況に閲し、継続  
的な意見交換の場を設けることとする。  
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全体スケジュール  

医療機能調査に用いる  

指標の調査  

全国での医療機能調査の  

現状の調査  

現在の都道府県医療機能調査に関  分析内容を指  

標作成に反映  
する研究  

・調査票入手  
5月～9月  

5月～7月  

データ収集  

・衛生統計からの各県データの分析   

「指標」最終版作成  

・調査票、解説書設計  

調査実施担当者へのヒアリング  

調査項目・指標の分析および提言  

47都道府県にお  

ける調査項目を  
整理、分析   

国が試行的に調  

査を行うことで  

把握すべき指標  
を整理  

調査票、解説書送付  
指標を得るため  

の調査票を都道  
府県に配布   

10月～12月  

指標をもとにした   

都道府県の調査の実施  ヾ●＝＝● ■、一＿  、t●ヽ  
国が試行的に調査  

を行うことで把握  

すべき指標を整理  
新たな指標に関する  
試行的調査  

・ 指標作成  

・調査設計・実施  

12月～3月  
分析・提言  

・ 目標値の設定のた  

12月～1月  

効率的なデータ収集、  

集計システムを全体を  

通して検討  

疑義照会対応  

分析・提言  

提示  

指標改善についての提言  

都道府県からのデータを簡易に   

集計するシステムの構築  

最終 報 告  
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施設数や職員数などの一  

般的に用いられている指  

標以外に、都道府県ごとに  

差が見られるような項目  

があれば記載する  

「『医療計画策定のための調査』に関するお伺い」調査結果の整理イメージ  

（1）・調査種類別の整理  

1  

I 

la）医療l  
統計・調査名称  l  

l  l  

都道府県  
病床数t  

b）患者数  。 設備の状  
（年度）  況  の状況   

職員数  

住民基本台帳人  

口  
○  

01  医療機能調査   ○  ○   ○  

北海道  

国保患者受療動  

向調査  
○   

医療計画に基づ  

く既存病床数に  

関する調査（平成  
○  

17年度）  

岩手県広域消費  
購買動向調査（平  ○  

03  成15年度）  

岩手県  

平成17年県患  

者受療行動調査  
○  

活用した調査項目   特徴的な項目   

・高度医療設備の保有状況  
基準病床数の算定に市町村別  

・対応可能な診療内容  
の5歳階級人口を使用   

・血清・解毒剤の保有状況  

・特殊外来    二次医療圏別の、診席料数別   

医師数、医療従事者数、高度  ・難病の診療状況   

医療設備の保有状況、対応可  ‥小児特定疾患の診療状況   

能な診棟内容   ・在宅医療の実施状況  

・医療連携の状況  市町村別、入院通院別、疾病   

別の患者受診地調査。第二次   

医療圏単位の患者流入・流出   

数を基準病床数算定に利用。   

・消費購買動向（外食・喫  

・既存病床数（一般病床数、   茶）   

療養病床数、老健施設）   

・消費購買動向（外食、喫茶）   

・患者流出流入数（医療圏毎   

疾病別）   

①患者の状況（性別、生年、   

居住地）   

②疾病の状況   

③受痍状況（使用病床、救急   

搬入、初診及び紹介の状況、   

入院年月日）   
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各都道府県ごとに調査票、計  

画書等を精査して特徴的な  

項目を把握   

都道府県の回答から転載  

1  




